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数列 fang に対して，
nP

k=1

1
k #ak +

1
k + 1

; = 2n + 1¡
1

n + 1

がすべての自然数 n について成り立っているとき，次の問いに答えよ．

(1) 数列 fang の第 n 項 an を n の式で表せ．

(2)
nP

k=1
ak を求めよ．
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【テーマ】：和と一般項の関係
S Ð ]

Sn =
nP

k=1

1
k #ak +

1
k + 1

; とおいて，和と一般項の関係式を利用する．
g q

数列 fang の初項から第 n 項までの和を Sn とするとき，

a1 = S1 ; an = Sn ¡ Sn¡1 (n = 2) ÝÝ1

が成り立つことは，よく知っていると思いますが，Sn =
nP

k=1

1
k #ak +

1
k + 1

; とおくと，当然

a1 = S1 ; an = Sn ¡ Sn¡1 (n = 2)

ではありません． 1
k #ak +

1
k + 1

; が 1 での an ですから，

1
k #ak +

1
k + 1

; = Sn ¡ Sn¡1 (n = 2)

となります．公式の意味をしっかりと理解していなければ使えないよい例です．

和と一般項の関係は式の意味をよく理解して使いましょう！
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(1) Sn =
nP

k=1

1
k #ak +

1
k + 1

; とおくと，Sn = 2n + 1¡
1

n + 1
より，

‘ n = 1 のとき，

S1 = 2+ 1¡
1
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=
5
2
より，a1 +

1
2

=
5
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Ú a1 = 2

’ n = 2 のとき，
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1
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したがって，

an +
1

n + 1
= n ¢ 2n¡1 ¡

n
n + 1

+ 1 () an = n ¢ 2n¡1

n = 1 のときは，a1 = 1 ¢ 21¡1 = 1 となるので，n = 1 のときは成り立たない．よって，

U
a1 = 2

an = n ¢ 2n¡1 (n = 2)
ÝÝ(答)

(2) Tn =
nP

k=1
an とおくと，

Tn = 2 + 2 ¢ 21 + 3 ¢ 22 + 4 ¢ 23 + ÝÝ + n ¢ 2n¡1

¡) 2Tn = 2 ¢ 21 + 2 ¢ 22 + 3 ¢ 23 + ÝÝ + (n ¡ 1) ¢ 2n¡1 + n ¢ 2n

¡Tn = 2 + 22 + 23 + ÝÝ + 2n¡1 ¡ n ¢ 2n

ゆえに，

¡Tn =
2(2n¡1 ¡ 1)

2¡ 1
¡ n ¢ 2n

Tn = ¡2n + 2+ n ¢ 2n

= (n ¡ 1) ¢ 2n + 2ÝÝ(答)
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和と一般項に関する基本公式は，意味をきちんと理解していないと，誤った使い方をするので注意しましょうとい

う問題です．n = 2 でないと an = Sn ¡ Sn¡1 は定義できないので，場合分けをしなければいけません．(1) で

は n = 1 のときと n = 2 のときで場合分けをしますが，n = 2 で求めた an は n = 1 では成り立たないので，答え

は別々に分けて書く必要が出てくる点に注意が必要です．また，(2) で和の計算をするときも，初項は 2 ですから，

間違えないように計算しなければいけないので，注意力が試される問題であるといってもよいでしょう．
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g 和と一般項の関係

数列 fang の初項から第 n 項までの和を Sn とするとき，一般項 an と和 Sn について，次式が成り立つ．

a1 = S1 ; an = Sn ¡ Sn¡1 (n = 2)
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